
         川崎市文化財ボランティアの登録に関する要綱

（目的）

第１条 この要綱は、文化財の保護・活用に必要な知識・経験を有している者を、川崎市

文化財ボランティア（以下「文化財ボランティア」という。）として登録し、市民と行政

が一体となった文化財保護・活用事業を推進するため必要な事項を定める。

（要件）

第２条 文化財ボランティアは、原則として川崎市教育委員会（以下「教育委員会」とい

う。）主催の「文化財ボランティア養成講座」を修了した者のうち、第１条に定める趣旨

に賛同し、登録した者をいう。

２ 第１項の規定に関わらず、教育長が認めるときは、「文化財ボランティア養成講座」を

修了しなくても、登録することができる。

（期間）

第３条 文化財ボランティアの登録期間は１年とする。ただし、登録期間を更新すること

ができる。

（活動内容）

第４条 文化財ボランティアは、教育委員会が実施する文化財保護・活用事業等に協力す

るため、次の各号に掲げる活動を行うものとする。

(１)  教育委員会主催、又は共催事業等の文化財保護・活用事業等の運営補助に関するこ
と

(２)  文化財の調査・研究に関すること
(３)  その他、文化財保護・活用事業等の推進のために教育長が必要と認めるもの

（申請および登録）

第５条 文化財ボランティアとして登録を希望する者は、「川崎市文化財ボランティア登録

申請書」（第１号様式）により、教育長に申請するものとする。

２ 教育長は、前項の登録申請書を受理したときは、申請者を「川崎市文化財ボランティ

ア登録者台帳」（第２号様式）に登録し、「川崎市文化財ボランティア登録証」（第３号様

式）を交付するものとする。

３ 文化財ボランティアは、登録申請書の記載内容を削除もしくは変更がある場合、又は

登録証の破損等により再交付を受ける場合、「川崎市文化財ボランティア登録異動届」（第

４号様式）により教育長に届け出るものとする。



（登録の解除）

第６条 文化財ボランティアは、自己の意思により登録の解除を申し出ることができるも

のとする。

２ 文化財ボランティアが次の事項に該当する場合、教育長は登録を解除することができ

る。

（１） 文化財ボランティアの活動を行うことが困難となった場合

（２） 教育長が文化財ボランティアとして適当でないと認める場合

（庶務）

第７条 川崎市教育委員会事務局生涯学習部文化財課が文化財ボランティアの庶務を行う。

（その他）

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育長が別に定める。

（附則）

 この要綱は、平成 28年７月１日から施行する。



第 1号様式（第５条関係）

            川崎市文化財ボランティア登録申請書

                          平成   年   月   日

（あて先）川崎市教育委員会教育長

                      申 請 者

                      氏
ふ り

 名
が な

                      生年月日

 私は、川崎市文化財ボランティアの登録に関する要綱に基づき、文化財ボランティア活

動を行いたいので、登録を申請します。

住所

〒

連絡先

電話

ＦＡＸ

携帯電話

Ｅ－ｍａｉｌ

教育委員会使用欄

登録年月日  平成    年    月    日

 本申請書に記載されている事項は、川崎市の文化財保護活用事業以外に使用しません。



第３号様式（第５条関係）

○○ ○○

あなたは、川崎市文化財ボランティアとし

て登録されていることを証します。

 平成  年 月 日

      川崎市教育委員会教育長

有効期限：平成  年 月 日まで

（連絡先）川崎市教育委員会事務局文化財課

電話 ０４４－２００－３３０５



第４号様式（第５条関係）

     川崎市文化財ボランティア登録異動届

                             平成  年  月  日

（あて先）川崎市教育委員会教育長

                       申 請 者

                       氏
ふ り

 名
が な

                       生年月日

 川崎市文化財ボランティア登録の異動について、次のとおり届け出ます。

届出内容

□登録内容変更・削除

(変更内容) 

□登録証再交付

□破損・汚損 → ご返却ください。

□亡失・滅失

□その他

 （                 ）

教育委員会使用欄

 再登録（発行）年月日

 平成  年  月  日

 本申請書に記載されている事項は、川崎市の文化財保護活用事業以外に使用しません。


